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10年間をふりかえって（定時制）
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120th Anniversary

　創立120周年おめでとうございます。
　私は、平成26年４月から28年３月までの２年間を畝傍高校定時制課程で過ごさせていただきました。定時制に勤務
するのは初めてであり、また教員生活の最後でもありました。
　生徒や学校の様子、勤務体制、日々の生活のリズム等の個人的なことまで、今までとかなり違う毎日の中で、新しい
経験、驚きの連続でした。たった２年間であり、新しい生活のリズムに慣れるということはとうとうなかったのですが、
その短い期間であっても、様々な生徒に接する中で非常に多くのことを学ばせてもらいました。
　他校を中途退学してきた生徒、中学校時代なかなか登校できなかった生徒、経済的な理由から働きながら学ぶことを
選んだ生徒、一度社会へ出た後学び直しとして入学してきた生徒など、本当に多様な生徒がいました。
　どの生徒もそれぞれが目の前の生活、困難と向き合い、なんとか乗り越えるべく頑張ろうとしている姿勢には、自分
自身を振り返りつつ頭の下がる思いがしました。そして、生徒がそれぞれの壁にぶつかりながらも、抱える課題を乗り
越え卒業していく、その達成感と希望に溢れる喜びの姿には、教師冥利に尽きるとても大きな感動を与えてもらいまし
た。定時制課程の存在の大きさと必要性を改めて認識させられたとともに、置かれた環境の中で、自分としてどのよう
に考え、どのように折り合いをつけながら生きていくのか、自分自身の生き方を大いに考えさせられた日々でもありま
した。 
　自分も社会もなかなか先の見えにくいこの時代に、畝傍高校定時制課程に学ぶ全ての生徒が、力強く明日を切り開き
ながら未来に輝くことを強く願うとともに、教職員の温かい指導の下、創意工夫を重ねながら、学校が益々充実、発展
されることを心よりお祈りしております。

2年の日々を振り返って
定時制前教頭　大山　茂樹

　畝傍高校創立120周年おめでとうございます。
　私が畝傍高校定時制に勤務していたのは、新任教員として昭和51年４月から昭和55年
３月までの４年間と、教頭として平成24年４月から平成26年３月までの２年間でした。
教員生活の最初と最後を畝傍高校定時制に勤めるとは不思議とご縁があるのだなあと思い
ました。
　まずは新任教員としての４年間の思い出です。最初の赴任校はどの教員にとっても、と
ても印象深いものだと思います。当時は各学年２クラスで約230名の生徒が在籍し、入学
式は全定合同で卒業式は別々で行っていました。生徒は、ほとんど正社員でアルバイトは
少なく、男子は製造関係、女子は准看護師が多かったように思います。それで、職場との
連携を密にし、職場の高校への通学の理解を深めてもらうために職場訪問を行っていまし
た。そこで、生徒たちが真剣なまなざしで仕事に取り組んでいる様子を見て、学校生活で
はわからない一面を発見することができ、生徒理解に役立ちました。
　３年生の担任のとき、秋に南九州にフェリーさんふらわあで４泊５日（船中泊２日）の
修学旅行に出かけました。当時の定時制は４時間授業で休憩時間５分、給食（パンと牛乳
の補食）の時間は15分でした。部活動をしていない生徒は授業が終わるとすぐ下校するの
で、生徒同士が話し合う時間はほとんどなかったため、修学旅行中は夜遅くまで話をして、
仲間意識がより強くなりました。
　４年生の担任のとき、クラスの生徒が奈良県高等学校定時制通信制生活体験発表会に出
場して、最優秀になり、東京で行われた全国大会に出場したのは、とても嬉しい思い出です。
そして、卒業していった生徒たちとの交流は今でも続いています。
　定時制に教頭として赴任したとき、「また戻ってきた。」と思い、校舎を見て懐かしく感
じました。生徒数は各学年１クラス約80名で、私服での通学が可能になっていました。そ
して生徒の顔を覚えるために、登下校時、毎日先生方とともに校門に立って挨拶の声かけ
をしました。特に､登校時のようすを見て、その日の生徒の雰囲気が少しわかり、生徒理解
につながりました。生徒の実態としては、アルバイトをしている生徒が多いように思いま
した。
　また、放課後に、生徒会役員たちが相談できる時間が限られている中で、ボウリング大会、
文化祭を生徒会主催で行っています。
　本校は普通科ですが、ビジネス基礎、簿記といった実社会に密着した商業科目を履修で
きる教育課程を編成しています。基本的に定時制課程は４年かけて卒業するのですが、本
校定時制での学習に加えて高等学校卒業程度認定試験を受験するか、奈良県立大和中央高
校通信制課程で併修して、４年間で学習するべき単位数を自分で学習し修得して３年間で
卒業することができるようにしています。このことを利用して毎年数名の生徒が３年生で
卒業していきます。
　今も昔も様々な事情で定時制に通学している生徒がほとんどです。そしてまじめに頑張っ
ている生徒たちのためにも教員がいろいろな指導や支援していかなければなりません。
　私の教員生活で定時制で勤務したことは、とても貴重な経験、そして人間ととして生徒
たちから多くのことを学ばせてもらいました。森田校長・福田校長先生はじめ、同僚の先
生方には大変お世話になり、ありがとうございました。そして、畝傍高校定時制の更なる
発展充実を願っています。

思い出
定時制元教頭　風味　眞幸定時制
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ても印象深いものだと思います。当時は各学年２クラスで約230名の生徒が在籍し、入学
式は全定合同で卒業式は別々で行っていました。生徒は、ほとんど正社員でアルバイトは
少なく、男子は製造関係、女子は准看護師が多かったように思います。それで、職場との
連携を密にし、職場の高校への通学の理解を深めてもらうために職場訪問を行っていまし
た。そこで、生徒たちが真剣なまなざしで仕事に取り組んでいる様子を見て、学校生活で
はわからない一面を発見することができ、生徒理解に役立ちました。
　３年生の担任のとき、秋に南九州にフェリーさんふらわあで４泊５日（船中泊２日）の
修学旅行に出かけました。当時の定時制は４時間授業で休憩時間５分、給食（パンと牛乳
の補食）の時間は15分でした。部活動をしていない生徒は授業が終わるとすぐ下校するの
で、生徒同士が話し合う時間はほとんどなかったため、修学旅行中は夜遅くまで話をして、
仲間意識がより強くなりました。
　４年生の担任のとき、クラスの生徒が奈良県高等学校定時制通信制生活体験発表会に出
場して、最優秀になり、東京で行われた全国大会に出場したのは、とても嬉しい思い出です。
そして、卒業していった生徒たちとの交流は今でも続いています。
　定時制に教頭として赴任したとき、「また戻ってきた。」と思い、校舎を見て懐かしく感
じました。生徒数は各学年１クラス約80名で、私服での通学が可能になっていました。そ
して生徒の顔を覚えるために、登下校時、毎日先生方とともに校門に立って挨拶の声かけ
をしました。特に､登校時のようすを見て、その日の生徒の雰囲気が少しわかり、生徒理解
につながりました。生徒の実態としては、アルバイトをしている生徒が多いように思いま
した。
　また、放課後に、生徒会役員たちが相談できる時間が限られている中で、ボウリング大会、
文化祭を生徒会主催で行っています。
　本校は普通科ですが、ビジネス基礎、簿記といった実社会に密着した商業科目を履修で
きる教育課程を編成しています。基本的に定時制課程は４年かけて卒業するのですが、本
校定時制での学習に加えて高等学校卒業程度認定試験を受験するか、奈良県立大和中央高
校通信制課程で併修して、４年間で学習するべき単位数を自分で学習し修得して３年間で
卒業することができるようにしています。このことを利用して毎年数名の生徒が３年生で
卒業していきます。
　今も昔も様々な事情で定時制に通学している生徒がほとんどです。そしてまじめに頑張っ
ている生徒たちのためにも教員がいろいろな指導や支援していかなければなりません。
　私の教員生活で定時制で勤務したことは、とても貴重な経験、そして人間ととして生徒
たちから多くのことを学ばせてもらいました。森田校長・福田校長先生はじめ、同僚の先
生方には大変お世話になり、ありがとうございました。そして、畝傍高校定時制の更なる
発展充実を願っています。

思い出
定時制元教頭　風味　眞幸定時制
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10年のあゆみ・平成19年

120th Anniversary

　こんなフレーズを耳にしても、今の僕には全く実感がわかない。『創立120周年記念式典』も行われたが、「わざわざ
創立記念日に学校に行かないといけないのか、面倒くさいな」程度にしか感じなかったし、「そもそも120周年だから
何なのだ」と言いたくなった。つまり、畝傍高校の一生徒としては創立120周年だからといって特に感慨はないし、実
際にそのような声が多い。でもそれは、私たちがまだ若いからだと思う。日本や世界の歴史で見れば、120年間という
のは短い期間かもしれないが、今の日本に120年続いたものがどれだけあるだろうか。僕たちが思いつくものは決して
多くはないが、それは伝統であったり、会社であったり、様々なものがあるだろう。そして、それらはどれも素晴らし
いものであり、たくさんの人々の想いと共に受け継がれてきたものだ。私たちは、地元の伝統ひとつとっても、当たり
前のものとして考え、その素晴らしさをあまり感じることができていない。伝統というのは一人歩きするわけではなく、
人から人へと伝えられる。だから、長い歴史があるものはそれだけ多くの人が携わってきたことになる。そういう意味
で『畝傍高校創立120周年』というのは、120年間の人々の軌跡である。私たちが大人になり、そのことのすばらしさ
がわかった時、「畝傍高校120周年という年に、畝傍の歴史に携わることができて本当に良かった」と思えるだろう。

『祝、畝傍高校創立120周年』
全日制生徒会役員　山本　蓮
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